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MRl 技術を用い た末梢血流改善剤の 評価
冷え症 に対する熟地黄エ キ ス配合剤の末梢血流改善作用

明治 鍼灸大学　脳神経外科
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【目的】MR 工の PC 法を用 い た下肢深部動脈血流測定 に よ り，冷え症 と健常人 の 局所冷

却負荷時 の 血流反応性 の 違 い を検討 した 。 こ の 方法 に よ り，冷 え症 に対す る末梢血流 改善

剤の 効果判定法を確立 し，血流改善が期待 され る熟地黄 エ キ ス を配合 し た薬剤 の 効果 を 評

価 し た 。

【方法】健常人及び冷え症 の判定は，寺澤 らの 冷え症診断基準 に 基づ き作成 した ア ン ケ ー

ト に よ り選別 した 。 血流測 定 は MRI 装置 （Signa　Horizon 臨床用 1．5T；GE 社製） を用

い ．Phase　CoRtrast 法 （Fastcard　 PC）に よ り膝関節内側列隙部，膝 窩動 脈 の 血流を測

定 した 。冷却負荷 は 左 下腿 に水流式 の 冷却 パ
ッ ド （GAYMAR 　T パ

ッ ド；ゲ イ マ ーイ ン ダ

ス ト リ
ー社製）を密着 させ ，

ポ ン プ （GAYMAR 　T／PUMP401 ；同社製）に て 冷却水を循

環 さ せ 行 っ た 。 循環水は氷水に て 冷却 し， 温度 は パ
ッ ド人 口 の チ ュ

ーブ表面温度で 管理 し

た （15± 2℃ ）。

　薬剤評価 の 検討 は，安静15分 ， 服薬 （約 5 分），冷却 60分 の 経時変化を PC 法で 測定 し，

対照薬剤 と試験薬剤 を同一の 被験者で 日を変え て 行い ，比較検討 した 。試験薬剤は熟地黄
エ キ ス （レ マ ネ ジ ン 855， 600mg ） の 他， ニ ン ジ ン （600mg），

カ ン ゾ ウ （200mg ）， シ ャ

ク ヤ ク　（120mg ），ブ ク リ ョ ウ （300mg），
ム イ ラ プ ア マ （30〔〕mg ）， ヨ クイ ニ ン （600mg），

オ ウ ギ （300mg ），　ト ウ キ （400mg），ケイ ヒ　（300mg ）， シ 、ヨ ウ キ ョ ウ　（100mg） の 計 11

種 の 生 薬 エ キ ス （括弧内は原生薬換算量 ）及 び ビ タ ミ ン 類を配合 した 滋養強壮保健剤 を用

い ，対照薬剤は そ の 中か ら上記 生薬 エ キ ス を除 い た もの を 調 製 した
。

【結果 】下 肢冷却 に よ る冷却60分後 の 下肢深部動脈血流量 は冷却前対比 で 表す と，健常人

及び冷え症 で そ れぞ れO．78± 0．17（SE），　 O．36± 0．08（SE ） で あ っ た 。 健常人で は冷却に よ

りlm流量ば 一旦 は滅少す る もの の
， やが て 回復す る傾向が み られた 。 しか し，冷え症で は

局所冷却に よ り，血 流量 は 減少 し続 け た。

　冷え 症に お け る血1流反応 に対す る試験薬剤の服 用試験で は，対照 薬剤 に 比 べ ．冷却時の

血 流 減 少を 有意 に 抑制 し （P＜ O．05），冷却60分後 の 血流量 は 冷却前対比で ， 0．68± 0．06

（SE ）で あ り ， 健常人 に 近 い 値 に まで 血流量 を維持で きた 。 また ， 対照薬剤服用時 に比 べ ，

下肢組織に温感が あ り，温感 と深部血流増加の相関性が 確認で きた 。

【考察 ・結論】冷え 症 と健常人 で 下腿冷却時 の 下肢深部動脈［血流 に明 らか な違 い が見 られ，

冷え 症 で は末梢組織 の 温度低 下 に対 す る深部動脈血流反応性 が 悪 く，健常人 で 見 られ た よ

う な 組織温度維持 の た め の 血流量維持作用 が 充分 に 働か な い と考 え られ た 。 冷え症 の 血 流

反応 性を ど の 程度改善する か に つ い て は MRI 技術 に よ る 下肢深部動脈血流測定 に よ り可

能であ り ， 末梢血流改善評価判定 に MRI 技術 は有用 と考え られ た 。

　本評価判定法 を用 い
， 熟地黄 エ キ ス 配合薬剤 を評価 した結果 ， 末梢組織 に温感が あ り，

血 流 改善効果を有 した こ と か ら末梢血流 改善薬剤 と して 有用 性は 高 い と考え られ た 。
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